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「おいらせ町景観百選」
候補地を募集中！

採用の可否に関わらず、応募いただいた方
の中から抽選で図書カードを贈呈します。
候補地の情報をお寄せいただくだけでも対
象となりますので、ぜひご応募ください。
※�写真を用意できる方は所定の用紙（町ホー
ムページに掲載）に写真を添えてください。
問 企画財政課　☎0178 �4273

おいらせ町の四季を発信中！
四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

　　おいらせ町公式フェイスブックへの
　　「いいね！」をよろしくお願いします。
https://www.facebook.com/oirasetown/

おいらせ町

成人式

▲厳かな面持ちで整列する、式典冒頭の新成人たち

　
平
成
28
年
度
お
い
ら
せ
町
成
人
式
は
、
１
月

８
日
、
お
い
ら
せ
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
式
に
は
、
お
い
ら
せ
町
出
身
・
在

住
の
若
人
２
１
６
人
が
参
加
し
、
新
成
人
と
し

て
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
は
、
鈴
木
悠
太
さ
ん
が
壇
上
で
町
民

憲
章
を
唱
和
し
、
続
く
式
辞
で
は
、
三
村
町
長

が
「
二
十
歳
の
時
間
は
人
生
で
今
だ
け
。
将
来

の
お
い
ら
せ
町
の
担
い
手
と
し
て
、
今
を
精
一

杯
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
津
教
育
長
か
ら
新
成
人
へ
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
舘
千
海
さ
ん
と
星
結
香
子
さ

ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
二
十
歳
の

提
言
」
を
平
井
佑
磨
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し

て
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
祝
賀
会
で
は
、
百
石
高
校
・
食
物

調
理
科
の
生
徒
た
ち
が
考
案
・
調
理
し
た
特
製

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
豪
華
な

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
恩
師
や
友
と
の

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲�会場では来たる選挙の事前体験と
して、模擬投票を実施。

▲�祝賀会の余興として披露された、町文
化協会による「おいらせ音頭」。

▲�恩師からのお祝いのことば（左から
大坂先生、池田先生、乙供先生）

▶�

祝
賀
会
で
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
い
ら

く
ん
」
も
登
場
し
ま
し
た
。

▶�

「
町
民
憲
章
」
を
壇
上
で
唱
和
し
た
新
成
人
代
表
の
鈴

木
悠
太
さ
ん
。

▶�

祝
賀
会
で
自
慢
の
料
理
を
振
る
舞
う
百
石
高

校
・
食
物
調
理
科
の
生
徒
た
ち
と
、
豪
華
な
料

理
に
驚
き
喜
ぶ
新
成
人
。

祝福を受けて
　　新たな門出
夢を抱いて
未来に羽ばたく
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子どもたちが集まりファインボールを楽しむ

プロボクサー・三浦仁選手の勝利報告

ファイン・ボール

ボクシング

ボウリング

　
１
月
11
日
、第
14
回
子
ど
も
フ
ァ
イ
ン
・

ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
特
製
ク
ラ
ブ

を
持
っ
て
ホ
ー
ル
を
周
り
、
カ
ゴ
内
へ
の

シ
ュ
ー
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
、
高
学
年
の
部
は
北
向
は

る
き
さ
ん
（
木
内
々
小
）
が
優
勝
、
低
学

年
の
部
で
は
福
田
広
哉
さ
ん（
木
ノ
下
小
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
お
い
ら
せ
町
出
身
の

Ａ
級
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
・

三
浦
仁じ
ん

選
手
が
、
１
月

４
日
、
平
成
28
年
12
月

８
日
に
行
わ
れ
た
ス
ー

パ
ー
バ
ン
タ
ム
級
の
試

合
の
勝
利
報
告
の
た

め
、
三
村
町
長
の
も
と

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

三
浦
選
手
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
っ
た
㈲
柏
崎
青
果
の
社
名
と
黒
ニ

ン
ニ
ク
の
文
字
が
印
字
さ
れ
た
ボ
ク

シ
ン
グ
ト
ラ
ン
ク
ス
を
披
露
し
、「
地

元
の
皆
さ
ん
が
応
援
し
て
く
れ
て
力

に
な
っ
て
い
る
」
と
、
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
三
村
町
長
は
「
町
出
身
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
、
地
域
を
あ
げ
て
応

援
し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

サッカー
　

12
月
15
日
、
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
細

越
健
太
郎
ク
ラ
ブ
代
表
と
成
田
諒り

ょ
う
す
け介

選
手
は
役
場
を
訪
れ
、
日
本
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

細
越
代
表
が
「
ダ
イ
ハ
ツ
ス
タ
ジ
ア

ム
が
完
成
し
、
多
く
の
応
援
を
い
た
だ

い
た
が
結
果
は
７
位
。
来
シ
ー
ズ
ン
は

柱
谷
哲
二
新
監
督
を
迎
え
る
が
、
次
こ

そ
は
Ｊ
リ
ー
グ
に
進
出
し
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
る
と
、
三
村
町
長
は
「
応

援
し
て
い
る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、
サ
ッ
カ
ー
社
会
人
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
・
お
い
ら
せ
Ｆ
Ｃ
と
町
サ
ッ

カ
ー
協
会
は
、
第
48
回
青
森
県
社
会
人

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
１
部
）
で
の
優
勝

報
告
の
た
め
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

選
手
代
表
と
し
て
来
庁
し
た
小
向
貴

史
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
平
成
29
年
は
さ

ら
に
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
三
村
町
長
は
「
社
会

人
が
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
こ

と
は
大
変
だ
が
今
後
も
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
が
シ
ー
ズ
ン
結
果
報
告

お
い
ら
せ
Ｆ
Ｃ
が
社
会
人
リ
ー
グ
優
勝
報
告▲�左から町サッカー協会袴田副会長、おいらせＦＣの

小向キャプテン、三村町長、同協会の平野会長。

▲�慎重にシュートを決める子ども

▲�左：成田諒介選手、右：細越健太郎クラブ代表

第８回ジュニアボウリング教室
　●日時：２月12日㊐
　●参加費：無料
　●対象：町内の小学生
　●申込締切：２月９日㊍

第11 回おいらせ町民ボウリング大会
　●日　時：３月５日㊐
　●参加費：2,000 円
　●申込締切：２月28日㊋

【会場】イオンモール下田・ユーズボウリング
問 （申込先） ユーズボウリング 担当：松野
　☎ 0178-56-5252　FAX 0178-56-5300
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春を呼ぶ百石えんぶりが
いよいよ始まります。
勇壮な太夫の摺り、
子供たちの祝舞で
豊年満作を祈願します。
是非ご来場ください。

2  15  17月　　～　  日

百石えんぶり

開催

問（申込先）環境保健課　☎0178-56-4218

　町内にあるごみステーションの巡回や、不法投棄・
ごみのポイ捨て防止に関する啓発・指導などを行う環
境美化指導員を募集します。
●募集人数　４人
●�応募要件
　①�20 歳以上の町民（平成29年４月１日時点）
　②�普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を持つ人
　③�環境美化の推進について理解と熱意を有する人
　④�定期的に業務の遂行ができる人
●任期　平成29年４月１日～平成30年３月31日
●�従事日数・従事時間
　�指導員１人あたり年間32 日を上限とし、勤務時間は
１日（９時～ 17時）の内４時間以内とする。
●報酬　１日あたり3,100円（実働３時間程度）
●応募方法
　�　指定の申込書に必要事項を記入し、環境保健課（分
庁舎）へ郵送、ファックスまたは持参により提出く
ださい。申込書は環境保健課へ備付けているほか、
町ＨＰからもダウンロードできます。
●応募締切　３月31日㊎まで
※申込み多数の場合は、事務局により選定します。

町環境美化指導員を募集します

◉日時　２月 22日㊌　9時半～ 12時
◉場所　いきいき館調理室
◉講師　百石町漁協女性部
◉定員　15人（先着順）
　※�募集人数に達した場合､受付を締め切り
ます。あらかじめご了承ください。

◉品目　ホッキ味噌ほか２～３品
　申し込み者には別途、町から
詳しい開催案内をお送りします。

おいらせ冬の味覚、ホッキ貝
料理教室を開催します

【申込先】農林水産課 　☎ 0178 � 4279

百石町漁協女性部の
私たちが教えます

申込期限

　ホッキ貝のむき方を覚えたい、ホッキ貝を
使った料理を覚えたい、料理のバリエーショ
ンを増やしたい。そんなご要望に地元漁協の
女性部がお応えして、ホッキ貝の剥き方や調
理の仕方を丁寧に指導します。
　参加は無料、未経験者大歓迎です。参加者
には特製レシピを差し上げます。

２月 15日㊌

門
かど
付
つ
けは天候などにより、時間どおりにいかない場合が

あります。あらかじめご了承ください。

※�昨年に続き、大久保巳良さんから百石えんぶり組へツマ
ゴとハバキが贈られました。ありがとうございます。

　（詳細記事は 27ページに掲載）

日　程 時　間 内　容

2 月 15 日㊌

9 時 30 分～

若宮八幡宮で奉納摺り
　①豊年②竹の子舞③松の舞
　④田植え⑤よろこび舞⑥大黒舞
　⑦恵比寿舞⑧畔止め

10 時～ 法運寺

10 時 20 分～
カワヨビル ( 上明堂 ) 駐車場
役場分庁舎周辺  門付け

2 月 16 日㊍ 9 時 00 分～ 役場分庁舎周辺  門付け

2 月 17 日㊎
10 時 20 分～ 八戸えんぶり一斉摺り参加

13 時 30 分～ 役場分庁舎周辺　門付け
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「
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館
」
が
３

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。こ
の
施
設
は
、

平
成
19
年
７
月
26
日
に
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
阿
光
坊
古
墳
群
を
紹
介
す
る
施

設
で
す
。

　
１
階
に
は
展
示
室
と
体
験
学
習
室
が

あ
り
、
展
示
室
で
は
古
墳
群
出
土
遺
物

と
、
古
墳
群
を
残
し
た
人
々
が
暮
ら
し

た
遺
跡
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

古
墳
の
模
型
や
、
復
元
し
た
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
な

ど
、
昨
年
９
月
ま
で
運
営
さ
れ
て
い
た

「
て
づ
く
り
古
墳
館
」を
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
展
示
品
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
体
験
学
習
室
で
は
、
土
器
づ
く
り
や

勾
玉
づ
く
り
な
ど
、
古
墳
群
に
ち
な
ん

だ
モ
ノ
作
り
体
験
が
で
き
ま
す
。
そ
の

他
、
講
座
や
集
会
な
ど
、
多
目
的
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
２
階
の
歴
史
展
示
室
か
ら
は
、
奥
入

瀬
川
と
八
甲
田
山
が
一
望
で
き
ま
す
。

古
墳
群
は
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

本
来
は
こ
の
よ
う
な
眺
め
の
良
い
場
所

で
す
。

「
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館
」

オ
ー
プ
ン
！

特集

　 月　　日
平成29 年
３  １０  オープン！
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「
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会
」
は
、
史
跡
指
定
と

同
時
に
発
足
し
た
、
阿
光
坊
古
墳
群
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

会
員
数
は
29
人
で
、
古
墳
群
の
環
境
整
備
や
ガ
イ

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
で
あ
る
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ー
」
で

は
、
春
と
秋
に
阿
光
坊
古
墳
群
の
草
刈
り
や
花
植

え
な
ど
の
環
境
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28

年
か
ら
は
、
阿
光
坊
町
内
会
と
共
催
で
行
っ
て
い

ま
す
。
古
墳
群
を
き
れ
い
に
し
、
多
く
の
人
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
史
跡
ガ
イ
ド
で
は
、
古
墳
群
の
魅
力
を

見
学
者
に
楽
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　
千
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
60
基
以

上
の
古
墳
が
観
察
で
き
る
、
大
変
珍
し

い
遺
跡
で
す
。
墳
丘
が
目
立
た
な
い
古

墳
も
多
数
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
１
２
５

基
が
み
つ
か
っ
て
い
る
、
末
期
古
墳
最

大
規
模
を
誇
る
古
墳
群
で
す
。

　
一
番
古
い
も
の
が
、
六
百
年
代
の
初

め
こ
ろ
、
一
番
新
し
い
も
の
が
八
百
年

代
の
終
わ
り
頃
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
百
年
近
く
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
造

ら
れ
た
古
墳
群
で
す
。
出
土
遺
物
に
は

刀
や
矢
な
ど
の
武
器
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
や

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
の
装
身
具
、
土
器

類
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
は
、
南
東
北
以
南
と
は
違

う
造
り
か
た
を
し
て
い
て
、
北
東
北
独

自
の
も
の
と
考
え
ら
え
て
い
ま
す
。
古

代
の
文
献
に
は
、
律
令
国
家
が
支
配
し

て
い
る
地
域
の
外
に
住
む
人
た
ち
を
、

木
の
根
も
と
で
暮
ら
し
、穀
物
も
な
い
、

と
て
も
野
蛮
な
人
た
ち
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
家
を

建
て
、
穀
物
も
食
べ
、
そ
し
て
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
を
身
に
ま
と
っ
た
人
た
ち

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
光
坊
古
墳
群
と
周
辺
集
落
は
、
自

ら
の
こ
と
を
書
き
記
す
こ
と
の
無
か
っ

た
、
古
代
お
い
ら
せ
町
に
住
ん
だ
人
々

の
姿
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
、
と
て

も
大
切
な
も
の
で
す
。

― 特集・おいらせ阿光坊古墳館オープン ―

阿
光
坊
古
墳
群
と
は
…

～
古
墳
群
を
残
す
た
め
活
動
す
る
人
々
～

【
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会
】▲�阿光坊古墳群メンテナンスデーの様子。遺跡内に花壇を整

備する保存会員たち。

復元された古墳群
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史
跡
・
阿
光
坊
古
墳
群
の
整
備
検
討
委
員

の
一
人
と
し
て
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、

地
元
の
方
々
が
こ
の
遺
跡
を
と
て
も
大
切
に

思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
構
想
が
議
論
さ
れ
た
際

に
、
こ
の
施
設
に
地
元
の
大
人
も
子
供
も
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
一
緒
に
学
ぶ
場
所
と
な
っ

て
欲
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
あ
る
程

度
の
年
齢
以
上
の
方
な
ら
、
ど
こ
か
で
見
た

こ
と
が
あ
る
、
昔
か
ら
の
木
造
の
小
学
校
で

し
た
。
特
別
に
凝
っ
た
造
り
で
は
な
い
が
、

暖
か
み
と
存
在
感
が
あ
っ
て
、
人
々
を
引
き

つ
け
る
建
物
。そ
の
よ
う
な
施
設
が
で
き
て
、

地
域
の
学
び
舎
と
な
っ
て
欲
し
い
。
も
ち
ろ

ん
遠
く
か
ら
来
て
下
さ
っ
た
方
々
に
も
開
か

れ
、
遺
跡
の
こ
と
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
こ

こ
に
集
う
人
々
の
暖
か
み
も
感
じ
と
れ
る
場

と
な
れ
ば
、
訪
れ
た
方
に
と
っ
て
も
特
別
の

場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館
が
古
墳
だ
け
で

な
く
、
広
く
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
集
う
学

び
舎
と
し
て
、
育
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会
は
、
古
墳
群

が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、

環
境
整
備
に
関
わ
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
平
成
23
年
開
館
、
28
年
閉
館
と
な
っ

た
「
て
づ
く
り
古
墳
館
」
の
こ
と
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
内
部
の
壁
画
や
カ

ヤ
ぶ
き
の
竪
穴
住
居
の
製
作
の
ほ
と
ん

ど
に
保
存
会
が
関
わ
り
ま
し
た
。
閉
館

後
の
後
始
末
も
同
様
で
す
。自
画
自
賛・

自
慢
の
古
墳
館
で
し
た
。

　

新
し
い
立
派
な
古
墳
館
が
三
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
私
た
ち
も
新
た
な

気
持
ち
で
環
境
整
備
・
史
跡
現
地
ガ
イ

ド
に
加
え
、
土
器
や
勾
玉
作
り
等
の
体

　
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
会
の
発
足
か
ら

10
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
会
員
の
協
力

の
お
か
げ
で
、
心
機
一
転
「
お
い
ら
せ

阿
光
坊
古
墳
館
」
で
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
旧
古
墳
館

閉
館
に
伴
い
、
３
月
に
「
お
い
ら
せ
阿

光
坊
古
墳
館
」が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　
新
し
い
施
設
で
の
再
出
発
に
期
待
と

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
新
た
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
、
阿
光

坊
古
墳
や
町
内
遺
跡
で
の
出
土
品
を
、

県
内
外
の
方
た
ち
に
お
披
露
目
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
古
墳
群
と
合
わ
せ
て
の
見
学
も
増
え

験
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
べ
く
、
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
目
に
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ま
ず
は
古
墳
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
ご
質
問
と
ご

意
見
で
私
た
ち
を
キ
リ
キ
リ
マ
イ
に
し

て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
保
存
会
に
も
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
忙
し
く
な
り

そ
う
で
す
。

　
保
存
会
は
随
時
、
会
員
募
集
中
で
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
い
ら
せ
阿

光
坊
古
墳
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

地
域
の
学
び
舎
と
し
て

東北大学 総合学術博物館

藤
ふじさ わ

澤�敦
あつし

�教授

会長

 大
おおいけ

池 五
ご い つ

逸 さん

会員

 大
おおまえ

前 朋
と も み

美 さん

― 特集・おいらせ阿光坊古墳館オープン ―

～阿光坊古墳館オープンに寄せて～「阿光坊古墳群保存会」会員の声

�昭和11年
帯の飾り石がみつかる
小学校の副読本『郷土の史蹟
を尋ねて』に「従者杜山」と
して紹介される

�昭和50年 鉄の刀が農作業中見つかる

�昭和62年 勾玉が農作業中に見つかる

�昭和63年
　～平成２年

発掘調査が行われ12基の
古墳が見つかる

�平成11年
　～平成17年

発掘調査が行われ、大規模な
古墳群であることが分かる。

�平成18年 阿光坊古墳群シンポジウムが
イオン下田 SCで行われた。

�平成19年 国史跡指定

�平成20年 保存管理計画策定

�平成21年 整備基本構想・基本計画策定

�平成22年 史跡整備工事開始

�平成27年
　～平成28年 おいらせ阿光坊古墳館建設

�平成29年１月 史跡駐車場・トイレ完成

�平成29年３月「おいらせ阿光坊古墳館」オープン予定

�平成29年10月 史跡公園完成予定

■「阿光坊古墳群」整備の沿革■
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蝦え

み
し夷
と
は
国
家
支
配
が
及
ば
な
い
東
北
地

方
に
住
む
人
々
に
対
す
る
国
側
の
呼
称
で
す
。

　
阿
光
坊
古
墳
群
が
営
ま
れ
て
い
る
頃
、
東

北
地
方
、
特
に
岩
手
県
南
部
で
は
蝦
夷
と
国

家
と
の
壮
絶
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
で
は
、
岩
手
県
北
部
や
青
森
県
の

太
平
洋
側
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
史
料

が
ほ
と
ん
ど
な
く
不
明
な
点
が
多
い
の
で
す

が
、『
日
本
後
記
』（
８
１
１
年
）
の
条
に
わ

ず
か
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。要
約
す
る
と
、

国
家
の
支
配
下
に
あ
る『
邑お

ら

し

べ

良
志
閉
村
』が
、

「
以
前
か
ら
自
分
た
ち
と
対
立
し
て
い
る

『
弐に

さ
っ
た
い

薩
体
村
』の
兵
た
ち
が
、現
在『
都つ

も母
村
』

で
軍
事
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、『
閉へ

い伊
村
』

の
蝦
夷
を
誘
っ
て
私
共
を
攻
撃
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
私
共
を
支
援
し
て
欲
し
い
」
と
、

国
に
対
し
て
の
お
願
い
す
る
文
で
す
。

　
当
時
の
「
村
」
は
現
在
の
「
郡
」
の
よ
う

な
広
が
り
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
太
平
洋
側
の

東
北
北
部
の
「
村
」
は
こ
の
四
ヶ
村
が
す
べ

て
で
し
ょ
う
。
で
は
、
こ
の
四
ヶ
村
は
ど
の

地
域
に
比
定
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

こ
の
問
題
に
、
各
時
期
ご
と
の
集
落
遺
跡
や

末
期
古
墳
群
の
分
布
と
集
中
度
、
さ
ら
に
は

そ
の
内
容
か
ら
、
長
年
、
考
古
学
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

結
論
は
、「
閉へ

い伊
村
」
は
岩
手
県
中
・
北

部
沿
岸
部
の
現
在
の
閉へ

い伊
地
方
、「
弐に

さ
っ
た
い

薩
体

村
」
は
八
戸
市
域
を
含
む
馬
淵
川
流
域
、

「
邑お

ら

し

べ

良
志
閉
村
」
は
秋
田
県
北
東
部
地
域
に

比
定
さ
れ
ま
す
。
問
題
の
「
都つ

も母
村
」
は
奥

入
瀬
川
中
～
下
流
域
左
岸
か
ら
小
川
原
湖

中
・
南
岸
に
か
け
て
の
広
範
囲
の
地
域
（
現

上
北
郡
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
で
は
そ
の
中
心
部
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

集
落
遺
跡
や
古
墳
群
の
在
り
方
か
ら
は
東
北

町
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
規
模
は
阿
光

坊
古
墳
群
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
光
坊

古
墳
群
周
辺
に
は
当
時
の
集
落
が
密
集
す
る

と
と
も
に
、
根
岸
遺
跡
七
号
竪
穴
住
居
跡
の

存
在
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
住
居
跡
は
約
百
㎡

に
も
及
び
、
当
時
の
竪
穴
住
居
と
し
て
は
全

国
最
大
規
模
で
す
。
こ
れ
は
村
長
の
住
居
で

し
ょ
う
。
こ
の
村
長
も
、
阿
光
坊
古
墳
群
に

埋
葬
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
都つ

も母
村
」
の
中

心
部
は
阿
光
坊
古
墳
群
の
周
辺
地
域
（
現
お

い
ら
せ
町
域
）
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　
阿
光
坊
古
墳
群
は
、
お
い
ら
せ
町
民
の
祖

先
が
眠
る
集
団
墓
地
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
今
で
は
当
時
の
葬
制
や
文
化
、
さ
ら
に

は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
北
方

古
代
史
を
研
究
す
る
上
で
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
遺
跡
と
な
っ
て
お
り
、
子

子
孫
孫
ま
で
大
切
に
す
べ
き
遺
跡
な
の
で
す
。

　
史
跡
指
定
10
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
お
い
ら
せ
阿

光
坊
古
墳
館
開
館
、
史
跡
公
園
完
成
を
迎
え
ら
れ
る

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。史
跡
公
園
で
は
こ
れ
ま
で
、

古
墳
17
基
の
復
元
と
、
園
路
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、平
成
29
年
度
に
ア
ズ
マ
ヤ
と
ベ
ン
チ
、

案
内
板
な
ど
を
設
置
し
て
完
成
で
す
。

　

現
地
に
は
駐
車
場
と
ト
イ
レ
も
で
き
ま
し
た
の

で
、
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館
と
と
も
に
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
歴
史
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
様

の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
維
持
管
理
に
つ
と
め
て
い

き
ま
す
。

「
都つ

も母
村
」
と
阿
光
坊
古
墳
群

阿
光
坊
古
墳
群
の

整
備
状
況
と
今
後
の
方
針

青森中央学院大学

三
み う ら

浦�圭
けいす け

介�講師

おいらせ阿光坊古墳館ご利用の案内

― 特集・おいらせ阿光坊古墳館オープン ―

◉開�館�日　３月10日㊎　開館式典
　　　　　　３月11日㊏～　通常開館
◉開館時間　９時～ 17時（入館は16時半まで）
◉休�館�日　�月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合

はその翌日）および年末年始
◉展示室観覧料

　　※団体料金は15人以上からです。
◉交通
　▶�青い森鉄道…下田駅下車、おいらせ町民バス（南線内
回り）阿光坊古墳群（旧�下阿光坊）下車、徒歩３分

　▶�バス…おいらせ町民バス（南線）阿光坊古墳群（旧�
下阿光坊）下車、徒歩３分

　▶�十和田観光電鉄バス（八戸十和田線）下阿光坊�下車、
徒歩３分

問 おいらせ阿光坊古墳館（おいらせ町阿光坊107-4）
　　　　　　　　　☎0178-20-0405　FAX 0178-20-0465

区分 個人料金 団体料金※
一　　般 200円　 150円　
高校・大学生 100円　 70円　
小・中学生 50円　 30円　

○㈱柏崎組
おいらせ阿光坊古墳館

史跡公園（予定地）
←至六戸町 国道45号

○下田中学校

▲�史跡公園の駐車場工事の様子。
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平成28 年の所得の申告から……
マイナンバーの記載と本人確認書類（ア番号確認とイ身元確認書類）

の提示が必要です。

◉ご家族の申告をされる場合も、上記の本人確認書類をお持ちください！
　▶�ご家族分のア番号確認書類とイ身元確認書類（上記イの①～⑥）をお持ちください。
　▶�来庁される方の身元を確認できる書類をお持ちください。
　※ご家族以外の方の申告をされる場合は、必要書類について税務課へお問い合せください。

◉控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者についても、マイナンバーの記載が必要となります。

※�アはマイナンバーが正しいことの確認、イはマイナンバーの持ち主であることの確認のため、
以下の本人確認書類を必ずお持ちください。

【マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方】
　マイナンバーカードだけで、本人確認（ア番号確認とイ身元確認）が可能です。

【マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方】
　下記アとイの書類をあわせてお持ちください。
　ア�番号確認書類（ご本人のマイナンバーを確認できる書類）
　　�①～②の書類のうちいずれか１つ
　　�▶�①個人番号通知カード／②住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）

　イ�身元確認書類
　　�①～⑥の書類のうちいずれか１つ、または⑦～⑫の書類のうちいずれか２つ
　　�▶��①運転免許証／②公的医療保険の被保険者証／③パスポート／④障害者手帳／⑤在留

カード／⑥写真付き身分証明書
　　�▶��⑦身分証明書（写真なし）／⑧資格証明書（生活保護受給者証など）／⑨印鑑登録証

明証／⑩源泉徴収票／⑪国税・地方税の領収書・納税証明書または社会保険料・公共
料金の領収書／⑫住民票の写し

～マイナンバーカードと個人番号通知カードの違い～
マイナンバーカード 個人番号通知カード

【
お
も
て
面
】

【
お
も
て
面
】

【
う
ら
面
】

【
う
ら
面
】
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日 受け付けする地域

１日㊌ 二川目三丁目、緑ヶ丘

２日㊍ 二川目四丁目、豊原、錦ヶ丘

３日㊎ 藤ヶ森、木ノ下、苫米地

５日㊐ 町内全地区
※混雑が予想されます。

６日㊊ 藤ヶ森、木ノ下、苫米地

７日㊋ 本町一～五丁目、八幡町、
中央町、秋堂

８日㊌ 本町六丁目、下前田、豊栄、木崎

９日㊍ 肴町、大工町、阿光坊、上新町

10日㊎ 七軒町、新町、木内々、有楽町

13日㊊ 町内全地区
※混雑が予想されます。

14日㊋ 町内全地区
※混雑が予想されます。

15日㊌ 町内全地区
※混雑が予想されます。

◉会　　場　本庁舎 201会議室
※�混雑状況により、午前の部に受付され
ても午後の部の申告となる場合があり
ます。

※�申告は受付順に９時から開始します。

◉受付時間　午前：８時～ 11時半
　　　　　　午後：１時～４時

２月 ３月

所得申告受付
平成 28 年分の所得申告を受け付けます
　申告いただいた所得は、町県民税、国民健康保険税、保育料などの算定資料とな
りますので、期限内に申告をしてください。また、収入が無い人でも住民税の申告
は必要です。

申告受付日程表

問 町 税 務 課　☎ 0178 � 4704
　 十和田税務署　☎ 0176 ㉓ 3151

　例年どおり地区を指定し、申告の受付を行います。混雑整理のため、お住まいの地区の受付日
にお越しくださるようお願いします。

※�介護や仕事の都合により、どうしても都合がつ
かない場合は、対象地区以外の日でも受け付け
いたします。そのため、その日の受付状況によっ
ては、対象地区の人でもお待ちいただく時間が
長くなる場合があります。ご理解くださるよう
お願いいたします。

日 受け付けする地域

15 日㊌ 根岸、黒坂、住吉町、曙、
奥入瀬団地、芦野団地

16日㊍ 堀切川、川口、三田、三田団地、
三本木

17日㊎ 明神下、横道、鶉久保

20日㊊ 洋光台、向山

21日㊋ 一川目一丁目、中野平、苗振谷地、
向坂

22日㊌ 一川目二・三丁目、本村、鍋久保

23日㊍ 一川目四丁目、深沢、新敷、洗平

24日㊎ 日ヶ久保、間木、染屋

27日㊊ 二川目一丁目、若葉

28日㊋ 二川目二丁目、青葉
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㊿

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※印鑑登録・廃止・　 
　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

問北部出張所☎0176㊿1208
　青葉二丁目50番地1395　　

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

問 

地
域
整
備
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
２

　
　
　
　
　
　

・
４
８
１
９

　
　

 josetsu@town.oirase.aom
ori.jp

除
雪
作
業
に

　

ご
理
解
と

ご
協
力
を

　
除
雪
作
業
で
は
道
路
上
の
雪
を

両
側
に
寄
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
し
て
も
各
家
庭
の
玄
関
・
車

庫
前
に
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
各
家
庭
の
敷
地
か
ら
道
路
へ

出
る
間
口
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、

各
家
庭
・
近
所
な
ど
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
に
支
障

を
き
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
吹
雪

時
や
夜
間
な
ど
に
事
故
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
こ

と
で
、
路
面
の
凍
結
や
道
幅
を
狭

め
る
、
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る

な
ど
し
て
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原

因
に
な
り
得
る
た
め
非
常
に
危
険

で
す
。
ま
た
、
道
路
に
屋
根
の
雪

が
落
ち
る
場
合
は
各
家
庭
で
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
に
間
に

合
う
よ
う
、
除
雪
作
業
は
主
に
深

夜
・
早
朝
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

降
雪
時
間
帯
や
積
雪
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
ま

で
に
作
業
を
終
え
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
町
の
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
が

比
較
的
多
い
幹
線
道
路
で
積
雪
お

よ
そ
10
セ
ン
チ
に
達
し
た
場
合
を

目
安
に
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
の

除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

　
吹
き
溜
ま
り
や
わ
だ
ち
な
ど
で

ス
タ
ッ
ク
し
た
車
の
救
助
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
連
絡
し
、
対
応
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
に
関
す
る
ご
意
見
に
つ
い

て
、
特
に
大
雪
時
に
は
皆
様
か
ら

電
話
で
の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ

る
た
め
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
電
話
で
の
ご
意
見

に
つ
い
て
は
、
①
要
望
箇
所
、
②

要
望
内
容
、
③
連
絡
先
、
の
３
点

を
簡
潔
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

道
路
へ
の
雪
出
し
は

　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う

間
口
除
雪
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

深
夜
・
早
朝
作
業
に

　
　
　

ご
理
解
く
だ
さ
い

除
雪
出
動
基
準
は

10
セ
ン
チ
の
積
雪

除
雪
に
関
す
る
ご
意
見

車
の
救
助
は

対
応
で
き
ま
せ
ん

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン （
原
案
） 

へ
の

　
　
　
　
　

意
見
を
募
集

　

八
戸
圏
域
８
市
町
村
（
八
戸
市
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、
南
部

町
、階
上
町
、新
郷
村
、お
い
ら
せ
町
）

で
は
、
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン（
取
組
期
間
29
～
33
年
度
）

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
の

圏
域
の
目
指
す
姿
や
連
携
施
策
な
ど

に
つ
い
て
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○�

縦
覧
場
所　
役
場
本
庁
舎
１
階
・

分
庁
舎
１
階
・
北
公
民
館

　
※�

こ
の
ほ
か
八
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

○�

提
出
方
法　
２
月
20
日
㊊
ま
で
に

意
見
記
入
様
式
（
ま
た
は
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
任

意
様
式
）
で
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
八
戸
市
政

策
推
進
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

　
※�
電
話
で
の
受
付
や
意
見
へ
の
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問 

・
提
出
先　

八
戸
市
政
策
推
進
課

（
八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１-

１
）

　
　

☎
０
１
７
８
㊸
９
２
４
８

　
　

FAX
０
１
７
８
㊼
１
４
８
５

　
　

seisaku@
city.hachinohe.aom

ori.jp

募　
　

集

　
町
で
は
平
成
29
年
度
中
に
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
で
、
計
画

へ
の
反
映
や
、
介
護
予
防
教
室
へ
の

参
加
促
進
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

○
調
査
時
期　
２
月
予
定

○�

対
象
者　
65
歳
以
上
の
方

　
　
１
５
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

○�

回
答
方
法　
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
て
返
送
く
だ
さ
い
。

問 

介
護
福
祉
課

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
５

介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
の
調
査
に
協
力
を

お 

知 

ら 

せ

OIRASE     2017.2 12
Public Relations



老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
八
戸

は
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す

　

鶏
等
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年

２
月
１
日
現
在
の
飼
養
羽
数
な
ど

を
県
知
事
あ
て
に
報
告
（
定
期
報

告
）
す
る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
愛
玩
用
と
し
て
数
羽
を
飼
養
し

て
い
る
場
合
で
も
、
万
が
一
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が

発
生
す
れ
ば
、
近
隣
養
鶏
場
の
卵

や
鶏
肉
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
、
養
鶏
産
業
に
多
大
な
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

設
置
や
定
期
的
な
清
掃
・
消
毒
な

ど
、
適
正
な
飼
養
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
定
期
報

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

対
象
鳥
類　

鶏
（
比
内
地
鶏
、

ウ
コ
ッ
ケ
イ
、
シ
ャ
モ
、
チ
ャ

ボ
、
あ
す
な
ろ
、
声
良
、
金
八

な
ど
を
含
む
）、
あ
ひ
る
、
う

ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、

七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

○�

報
告
書
類　
十
和
田
家
畜
保
健

衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
し

て
い
ま
す
。
十
和
田
家
畜
保
健

衛
生
所
ま
た
は
町
農
林
水
産
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※�

持
参
・
郵
送
の
ほ
か
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
も
可
。

○
報
告
期
日　
３
月
31
日
ま
で

問 

【
提
出
先
】
十
和
田
家
畜
保
健

衛
生
所

　

 

〒
０
３
４-

０
０
９
３

　

十
和
田
市
西
十
二
番
町
19-

23

　
　

☎
０
１
７
６
㉓
６
２
３
５

　
　

FAX
０
１
７
６
㉓
３
０
４
４

○
対
象　
15
歳
～
44
歳

○
営
業
時
間　
９
時
～
17
時

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

○
場
所　

八
戸
市
庁
・
別
館
５
階

　
（
八
戸
市
産
業
労
政
課
と
な
り
）

○�

サ
ー
ビ
ス
内
容　
▼
職
業
適
性

診
断
▼
パ
ソ
コ
ン
利
用
▼
テ
レ

ビ
電
話
相
談
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
に
て
求
人
検
索
・
職

業
相
談
・
職
業
紹
介
（
窓
口
利

用
は
正
午
～
13
時
を
除
く
）

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

�

▼
毎
週
火
曜
日
▼
予
約
制
▼
１

日
３
回
（
11
時
～
・
13
時
～
14

時
～
）
▼
個
室
で
１
時
間
ゆ
っ

く
り
相
談
で
き
ま
す
▼
相
談
内

容
は
就
職
活
動
で
の
お
悩
み
や

疑
問
、
応
募
書
類
の
添
削
、
就

職
後
の
職
場
に
つ
い
て
の
お
悩

み
や
転
職
に
つ
い
て
な
ど
。

問  

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り
・

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
八
戸

　
　

☎
０
１
７
８
㊸
７
６
１
１

鶏
な
ど
を

飼
養
し
て
い
る
皆
様
へ

～
定
期
報
告
書

提
出
の
お
願
い
～

お 

知 

ら 

せ

高額医療・高額介護合算制度を利用できます

その他の被用者保険に加入している人は、
ご加入の医療保険に直接お問い合わせください。

●合算した場合の自己負担限度額
【70歳未満】

【75 歳以上】

●対象期間　８月１日から翌年 7月 31日まで
●申請場所　環境保健課または町民課
　※�基準日（７月 31 日）に、国保・後期高齢者医
療制度以外の保険に加入していた人は、加入し
ていた医療保険へ申請してください。

●申請に必要なもの
　�保険証（国保または後期と介護保険の両方）、認印、
通帳、マイナンバーがわかるもの、顔写真付きの
身分証明書など
●その他
　�　後期高齢者医療制度に加入されている人で、支
給対象となる人へは、2月下旬に個別に通知しま
す。なお、支給対象となる世帯でも、対象期間の
途中に加入した人や転入してきた人がいる場合な
どは通知がなされない場合があります。心当たり
のある人はお問い合わせください。

問 環境保健課　☎ 0178 � 4218

所得区分 限度額

基　礎
控除後
の所得

901万円超 212万円
600万円～ 901万円以下 141万円
210万円～ 600万円以下 67万円
210万円以下 60万円

住民税非課税世帯 34万円

所得区分 限度額
現役並み所得者
　（課税所得 145万円以上） 67万円
一般（課税所得 145万円未満） 56万円
低所得者Ⅱ（住民税非課税） 31万円
低所得者Ⅰ（住民税非課税
　　　　　　　・所得が一定以下） 19万円

　
保
育
士
資
格
を
持
ち
な
が
ら
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い
方

へ
、就
職
準
備
金
（
最
大
20
万
円
）

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。
青

森
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
２
年
間

継
続
し
て
働
い
た
場
合
、
返
還
が

全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。
青
森
県
内

の
保
育
所
な
ど
を
離
職
後
、
１
年

以
上
経
過
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

勤
務
経
験
の
な
い
方
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
が
貸
付
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
貸
付
金
の
使
い
み
ち
の
例
】

　
就
職
に
伴
う
転
居
費
用
、
保
育

所
な
ど
で
使
用
す
る
被
服
費
な
ど

問   

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

 

生
活
支
援
課

☎
０
１
７
ー
７
２
３
ー
１
４
６
９

 

保
育
士
就
職
準
備
金

貸
付
の
ご
案
内

～
新
た
に
保
育
所
な
ど
で

働
く
み
な
さ
ん
へ
～
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

　
お
い
ら
せ
町
人
権
擁

護
委
員
会
（
倉
持
晶
郎

会
長
）は
、12
月
10
日
、

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
（
12
月
10

日
～
16
日
）」
に
合
わ

せ
て
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

下
田
で
、
買
い
物
客
に

啓
発
チ
ラ
シ
と
啓
発
物

品
を
配
布
し
、
北
朝
鮮

拉
致
問
題
と
い
う
国
民

的
課
題
へ
の
関
心
と
認

識
を
深
め
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
山
端
節
子
さ
ん（
６
期
目
）

と
倉
持
晶
郎
さ
ん（
３
期
目
）

が
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
平
成
31
年
12

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相

談
に
よ
る
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
や
、
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
11
月
24
日
、
北
朝
鮮
拉
致
問
題

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
人
権
啓
発
講

演
会
」
が
、「
お
い
ら
せ
の
学
び

カ
レ
ッ
ジ
」
と
の
併
催
に
よ
り
、

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
師
の
西
岡
力
氏
（
東
京
基
督

教
大
学
教
授
・
北
朝
鮮
に
拉
致
さ

れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
た
め
の

全
国
協
議
会
（
救
う
会
）
会
長
）

は
、
平
成
14
年
の
日
朝
首
脳
会
談

の
際
、
拉
致
被
害
者
５
人
の
帰
国

実
現
へ
と
日
本
政
府
を
動
か
し
た

の
は
、
家
族
の
勇
気
と
世
論
の
力

に
よ
る
も
の
だ
と
説
明
し
、
拉
致

問
題
解
決
に
向
け
て
世
論
の
後
押

し
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
ま

し
た
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で

啓
発
活
動

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

お
い
ら
せ
町
人
権
擁
護
委
員
会

～
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
活
動
～

西
岡
力
氏
に
よ
る

人
権
啓
発
講
演
会

山
端�

節
子
さ
ん

（
阿
光
坊
）

倉
持�

晶
郎
さ
ん

（
青
葉
）

収入保険制度のお知らせ
　政府の農林水産業・地域の活力創造本部におい
て、青色申告を行なっている農業者を対象とした
収入保険制度の導入が決定されました。
　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、
平成29年３月15 日までに、最寄りの税務署に「青
色申告承認申請書」を提出する必要があります。
　この申請を行なえば、平成29年分の所得から、
青色申告を行なうことができます。（申告時期は平
成30年２～３月）
　青色申告は、自分の経営を客観的につかむため
の重要なツールです。青色申告には、税制上のメ
リットもあります。

基準収入が1,000 万円の農業者
が補償限度９割（８割が保険方
式＋１割が積立方式）、支払率
９割を選択した場合の試算

農業者が用意すべきお金
保険料は、　7.2 万円
積立金は、22.5 万円
　合　計　29.7 万円

収入減少の程度
（当年収入）

補填金
の合計 保険金 積立金 補てん金を

含めた当年収入
30％（700万円）180万円 90万円 90万円 880万円（88％）
50％（500万円）360万円 270万円 90万円 860万円（86％）
100％（0万円）810万円 720万円 90万円 810万円（81％）

【補填金額】

問 東北農政局 青森県拠点地方参事官室
　（青森市長島1-3-25 青森法務総合庁舎）☎017-775-2151

三沢市
みさわおもちゃ病院
●日時　２月26日㊐　10時～12時
●場所　 県立三沢航空科学館
問県立三沢航空科学館　☎0176-50-7777

十和田市
十和田湖冬物語
●日時　２月３日㊎～26日㊐
●場所　 十和田湖畔・休屋特設イベント会場
問十和田湖冬物語実行委員会　☎0176-75-2425

野辺地町
のへじ停車場ランタンまつり
●日時　２月４日㊏　13時～20時半
●場所　 野辺地町観光物産ＰＲセンター
問のへじ停車場まつり実行委員会　☎0175-64-3511

東北町
東北町「まける日」
●日時　２月３日㊎～４日㊏　９時半～18時
●場所　 東北地区内
問東北町商工会　☎0175-63-2329

上十三・十和田湖広域定住自
立圏のイベント情報をお伝え
します。
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

２月の相談窓口

日中お仕事などで、税金・保険料の
納付や相談が困難なとき

・納税相談   問税務課 ☎ 0178 � 4704

①夜間納税相談……17時～20時

②休日納税相談……８時半～17時

時間内であれば税金・保険料を納める
こともできます。
お気軽にご利用・ご相談ください。

　２月28日㊋は国民健康保険税第８期、
介護保険料第８期、後期高齢者医療保険
料第８期の納付期限です。
　税金・保険料の１月 31 日㊋納期限の
督促状発送日は２月 20 日㊊です。

※�納め忘れの防止には、手間のかからない
口座振替が便利で安心です！
※�高齢者や身体の不自由な人が、どうして
も金融機関や役場窓口で税金を納められ
ない場合には、自宅へ訪問し徴収するこ
ともできます。

・ 町民相談　８日㊌　10 時～ 15 時
    場 東公民館 
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員　小向 惠子

・ 行政相談　24 日㊎　10 時～ 12 時
    場 東公民館
　 問総務課　☎ 0178 � 2166
    相談員  中村 廣美（☎ 0178 � 3848）

場 本庁舎�７日㊋、21 日㊋
場 分庁舎 14 日㊋、28 日㊋

場 本庁舎　５日㊐

日常の困りごとなど

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

・無料法律相談　１日㊌
　時 13 時半～ 16 時　場 いきいき館
　問町社会福祉協議会　☎ 0178 � 7066

借金・離婚や相続・不動産の問題など

・ 心配ごと相談　１日㊌
　時 10 時～ 12 時　場 いきいき館
　問町社会福祉協議会　☎ 0178 � 7066

・ 「くらし」と「しごと」無料相談会  13 日㊊
　時 13 時～ 16 時　場 分庁舎
　問三戸地域自立相談窓口　☎ 0178 � 8755

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

日時 行事内容

三
田
保
育
園

7日㊋ 10：00～11：00 手作りおもちゃで遊ぼう【木ノ下児童センター】
8日㊌ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・１歳バースディカード製作）

9日㊍ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
14日㊋ 10：00～12：00 親子クラブ・給食試食会
15日㊌ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
16日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
21日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
22日㊌ 10：00～12：00 体験保育（0・1・2歳クラス）
23日㊍ 10：00～11：30 よちよちひろば
24日㊎ 10：00～12：00 ほっとカフェ
27日㊊ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

2日㊍ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
4日㊏ 9：30～10：00 保育体験
4日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「製作　はらぺこあおむし」
4日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
6日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

9日㊍ 10：30～11：30 ひなまつり製作【みらい館サークル】
13日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

14日㊋ 10：30～11：30 小物作り【みらい館サークル】
18日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
22日㊌ 10：00～11：30 フラワーサークル「フェルトを使ったネックレス作り」

23日㊍ 10：30～11：30 小物作り【みらい館サークル】
24日㊎ 10：00～11：30 すくすくルーム「ベビーマッサージなど」
25日㊏ 9：30～10：00 保育・離乳食体験
25日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「クランチチョコ作り」
27日㊊ 10：00～13：00 サニースマイルママ
28日㊋ 10：30～11：30 ふれあい遊び【みらい館サークル】
詳しい内容は「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

1日㊌ 9：55～11：50 はんど＆はあと（デコパージュ）【和
のどか
花（下明堂56-1）】

2日㊍ 9：55～11：50 豆まき会
7日㊋ 9：55～11：20 マタニティほんわかルーム
8日㊌ 9：55～12：30 ファミリーサロン（給食体験）
9日㊍ 9：55～11：50 おしゃべりサロン（成長記録）
13日㊊ 9：55～11：30 親子で作ろう【北公民館】
16日㊍ 9：55～11：50 おいらせクロパ（スクラップブッキング）【東公民館】
21日㊋ 9：55～12：30 親子でお料理【いきいき館】
22日㊌ 9：55～11：50 世代間交流（ひなまつり）【藤ヶ森生活館】
24日㊎ 9：55～11：30 英語で遊ぼう【北部公民館】
27日㊊ 9：55～11：50 親子でるんるん楽しいダンス【東公民館ホール】
★詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください。

三田保育園
　☎0178�2008
菜の花保育園
　☎0176�8670
あゆみ保育園
　☎0178�2206

　子育て支援センターの下
記行事は、子育て家庭の親
子なら、どなたでも参加で
きます。興味のある方はお
問い合わせください。

（主催）三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　イオンモール下田
　　　　１階・パセリー菜奥広場
●内容　えほん、手遊び、
　　　　ふれあい遊びなど２月20日㊊　11時～

広場
おいらせ町地域子育て支援センター・人権相談　10 日㊎

　時 13 時～ 16 時　場 北公民館
　問町民課　☎ 0178 � 2246

差別・離婚・相続・近隣トラブルなど

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

２
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町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ２月24日㊎ ２月28日㊋ ２月27日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　２月１ 日㊌�������　　　　　　　　　　　２月８日㊌
　　　　　　　　　　　　　２月15日㊌�������　　　　　　　　　　　�２月22日㊌

粗 大 ご み ２月10日㊎・24日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。
黄色の警告シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。不具合を直し新しい袋かシールをはがした袋で出してください。 ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー

小
型
家
電
巡
回
回
収 問環境保健課　☎0178�4218

※�巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き
去りにしないでください。

２月１６日㊍　下田地区の各集会所など

※�テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。

２月１７日㊎　百石地区の各集会所など
巡回時刻 巡回場所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

巡回時刻 巡回場所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

巡回時刻 巡回場所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ケ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

巡回時刻 巡回場所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 いちょう公

園交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

国民年金情報
ご存じですか？　「保険料のやりくり上手な納め方」

問日本年金機構八戸年金事務所　☎0178�7369
　町民課国民年金係　　　　　        ☎0178�2246

一定期間の保険料をまとめて納めると、保険料が割引になりお得です。

※前納の申込期限は、２月末と８月末の年２回のみとなります。

ねんきんダイヤル　☎0570 - 05 - 1165

早　割

前　納

口座振替で早めに納めると割引があります。

さらにまとめて前払いすると最大15,960円の割引があります。

例えば、口座振替の「早割」で月50円（年間600円）お得！

【現金納付の場合（平成28年度）】 【前納で納めた場合（平成28年度）】

１月分　� 16,260円
６月分　� 97,560円
１年分　195,120円
２年分　393,000円

６か月分　97,560 円

１年分　195,120 円

２年分　393,000 円

６か月��　1,110 円割引　96,450 円

　　１年��　2,220 円割引　192,900 円
　　２年��　4,090 円割引　191,030 円
６か月分��　4,460 円割引　388,540 円
　　１年��　8,240 円割引　384,760 円
　　２年　15,690 円割引　377,310 円

50円割引��　16,210 円
300円割引��　97,260 円
600円割引　194,520 円
1,200 円割引　391,800 円

現金納付の場合
（平成28年度）

早割
『当月末引落』
（平成28年度）
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問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178 � 2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.33
　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れたまちで安心して暮らしていくための総合相談
窓口です。町では、認知症の人が今後ますます増加すると見込まれていることを踏まえ、平成28年10月か
ら『認知症地域支援推進員』を地域包括支援センターに配置しました。認知症になってもできる限り住み
慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療や介護の関係機関、地域の支援機関等をつなぐ連携支
援や認知症の人やその家族を支援する相談業務等を行います。

氏名 電話番号 担当地区

下
田
小
学
校
区

1 柏崎　美幸 0178-56-2168 本村・鍋久保
2 加藤　英子 0178-56-4409 本村・鍋久保
3 川崎　昭男 0178-56-5052 洗平
4 種市　幸子 0178-56-3835 新敷
5 吉田　茂 0178-56-4051 錦ヶ丘
6 佐々木　勝美 0178-56-3265 阿光坊

木
内
々
小
学
校
区

1 馬場　信子 0178-56-4322 三本木
2 吉田　明雄 0178-56-2736 三田・奥入瀬・三田団地
3 川村　セツ 0178-56-2018 三田・奥入瀬・三田団地
4 木村　もよ 0178-56-3219 木内々・有楽町
5 柏崎　トモ 0178-56-3200 木内々・有楽町
6 木村　和雄 0178-56-5380 曙・芦野団地
7 市村　岩男 0178-38-8898 染屋・木崎
8 松村　成子 0178-56-3624 秋堂・中野平
9 川内　久子 0178-52-3301 苗振谷地・向坂

木
ノ
下
小
学
校
区

1 米内口　俊子 0178-53-2397 豊栄・苫米地
2 久保田　良一 0178-56-3095 豊原
3 成田　いつ子 0178-56-2771 向山
4 相坂　昌子 0178-56-2064 向山
5 沢尾　宏之 090-3757-6817 木ノ下
6 伊藤　滉正 0178-56-4114 木ノ下
7 田中　真弓 090-2790-0144 木ノ下
8 佐藤　彌 0176-52-6398 鶉久保
9 大槻　勝助 0176-53-7837 鶉久保
10 山崎　美枝子 0176-52-9469 青葉
11 小檜山　龍 0176-53-6267 青葉
12 宮仕　真弓 0176-52-7151 緑ヶ丘
13 沼倉　ふく子 0176-57-2260 緑ヶ丘
14 沢谷　ユミ子 0176-53-3086 若葉
15 梅津　稼久造 0176-52-3008 住吉

氏名 電話番号 担当地区

百
石
小
学
校
区

1 山﨑　斉 0178-52-4255 本町南
2 野村　英利 0178-52-4803 本町中
3 小向　勝利 0178-52-2903 本町中
4 中田　優子 0178-52-6192 本町中
5 百目鬼��錦一 0178-52-4458 本町北
6 北向　くみ子 0178-52-6616 藤ヶ森
7 川口　與四郎 0178-52-4092 藤ヶ森
8 橋本　つる 0178-52-4229 川口・堀切川
9 小澤　信子 0178-52-7327 横道・明神下
10 日ヶ久保�真樹子 0178-52-3370 日ヶ久保
11 武藤　和夫 0178-52-8691 根岸・黒坂
12 佐々木　勝 0178-52-6105 洋光台

甲
洋
小
学
校
区

1 中村　かよ 0178-52-3848 一川目南
2 笹川　德松 0178-52-4487 一川目中
3 工藤　博紀 0178-52-6998 一川目北
4 工藤　末三 0178-53-2860 二川目南
5 二川目　友子 0178-53-2133 二川目中
6 西舘　春子 0178-53-2539 二川目北

氏名 電話番号 担当地区
1 吉田�長一 0178-52-4626 百石中学校区
2 橋場�吉光 0176-57-4470 木ノ下中学校区
3 中村�貴子 0178-56-4917 下田中学校区

－お気軽にご相談ください－ 町の民生委員・児童委員です
　３年に一度の民生・児童委員の一斉改選が行われまし
たので、新たな委員をお知らせします。任期は平成 31年
11月 30日までです。

※�間木地区および深沢地区は現在委員が未定です。委員が
決まり次第、『広報おいらせ』にてお知らせします。

※�委員が不在の地区にお住まいの方は、近隣地区の民生委
員へご相談ください。

問 介護福祉課
　　☎ 0178 � 4705

■民生委員・児童委員

■主任児童委員
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健康　　　長寿
　おいらせ町

健康長寿
青森県一を
目指します

今月のイオンモール・
ウォーキング健康レッスン

健活ポイント対象事業
　季節や天候に左右されずウォーキングを楽しめる
イオンモールを会場に、日常生活に無理なく「歩き」
を取り入れて効果的な健康づくりや正しいウォーキ
ングやストレッチの「コツ」をスポーツオーソリティ
下田店トレーナーがアドバイスします。皆様、ぜひ
ご参加ください。

○日　　時　２月14日㊋、28日㊋
　　　　　　［１回目］９時～　［２回目］10時～
　　　　　　※都合の良い時間にご参加ください
○集合場所　専門店2階 TK前（イオンホール近く）
○講　　師　スポーツオーソリティ下田店
　　　　　　　　　　　トレーナー　佐藤洸汰氏
○�留意事項　▶申込不要▶動きやすい服装やシューズ
でお越しください▶荷物は身に着けられる程度に
してください▶水分等飲み物はご自分でご準備く
ださい。▶体調に不安のある方は、無理をしない
でください▶対象WAONカード及び健活ポイン
トカードをご持参ください。

問環境保健課 健康長寿推進室　
　☎ 0178-56-4551　　

　
「
い
き
い
き
健
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、

健
康
づ
く
り
に
自
発
的
に
取
り
組
む
町
民

を
応
援
す
る
た
め
に
対
象
事
業
を
大
幅
に

拡
大
し
今
年
度
も
６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
「
基
本
健
診
と
健
活
宣
言
」
を
必
須
項

目
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
加
す

る
た
び
に
ポ
イ
ン
ト
が
獲
得
で
き
、
20
ポ

イ
ン
ト
達
成
す
れ
ば
千
円
の
商
品
券
と
交

換
で
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
と
商
品
券

交
換
期
限
は
２
月
28
日
ま
で
で
す
。
ま
だ

交
換
し
て
い
な
い
人
は
忘
れ
ず
に
商
品
券

と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ポ
イ
ン
ト

達
成
し
て
い
な
い
人
も
、
期
限
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
20
ポ
イ
ン
ト
達
成
を
目
指
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
期
限
ま
で
に
20
ポ
イ
ン
ト
達
成

で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
必
須
項
目
を

満
た
し
て
い
れ
ば
抽
選
会
に
応
募
で
き
ま

す
。（
５
月
31
日
ま
で
）

　
商
品
券
の
交
換
は
役
場
分
庁
舎
１
階
・

環
境
保
健
課
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
続
き
に
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
印
鑑
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
環
境
保
健
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問 

環
境
保
健
課

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
５
５
１

「
い
き
い
き
健
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

商
品
券
交
換
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

問環境保健課 健康長寿推進室　☎0178�4551

　町は企業団体と連携協力をし、一丸となって健康長寿県一を
目指しています。広報おいらせでは、協定を締結した企業の健
康づくりの取り組みを紹介しています。

「健康長寿のまちづくり協定」
締結企業の健康宣言を紹介

健
康
宣
言

寺
下
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

下
田
営
業
所

　
平
成
２
年
に
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
業
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
に
一
般
旅
客
自
動
車
運

送
業
の
許
可
を
取
得
し
、現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
社
に
は「
１
＋
１
＝

１
０
０
」、「
１
０
０‒

１
＝
０
」

と
い
う
社
是
が
あ
り
ま
す
が
、こ

の「‒

１
」の
数
字
を
社
員
と
み

る
か
、仕
事
と
捉
え
る
か
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い「‒

１
」で
す
。

　

入
社
時
に
貸
与
す
る「
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ]

の
社
名
入
り
作

業
服
の
着
用
、か
つ
車
体
に
描
か

れ
て
い
る
飛
行
機
マ
ー
ク
で
の
走

行
は
、会
社
の「
看
板
」を
背
負
っ

て
仕
事
し
て
い
る
こ
と
に
社
員
一

同
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も「
健
全
な
身
体

と
心
」創
り
を
最
重
要
課
題
と
し
、

次
の
項
目
を
実
践
し
ま
す
。

一
、�健
康
診
断
で
の
二
次
健
診
対

象
者
は
１
０
０
％
健
診
を
受

け
る
。

一
、�一
次
健
診
お
よ
び
二
次
健
診

で
、「
精
密
検
査
」ま
た
は「
専

門
医
受
診
」
の
対
象
者
と
な

っ
た
社
員
へ
の
検
査
お
よ
び

受
診
の
１
０
０
％
実
施
指
導

一
、�産
業
医
を
活
用
し
た「
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」の
実
施

一
、�協
会
け
ん
ぽ
が
実
施
す
る「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
」
に
よ

る
保
健
指
導
の
利
用
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♪おいらせ健康カレンダー♪
日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

平日毎週火曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士による運動指導。

平日毎週金曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 看護師による健康相談。

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 ㊌ 北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 作品づくり
2 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 理学療法士による運動指導
3 ㊎
4 ㊏
5 ㊐
6 ㊊

7 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
１歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成27年７月生まれ

8 ㊌
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 理学療法士による運動指導
２～３か月児健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター 対象：平成28年11月生まれ
乳幼児健康相談 ※ 13:00-13:20 老人福祉センター 対象：妊産婦・乳幼児

9 ㊍ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター 作品づくり
10 ㊎ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 いきいき館 調理実習（要申込）
11 ㊏
12 ㊐
13 ㊊ 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
14 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで

15 ㊌

北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館

５～６か月児健康相談 ※ 10:00-10:2010:40-11:00 老人福祉センター 対象：平成28年８～９月生まれ

お父さんのための
離乳食の作り方教室 ※ 9:30-9:45 老人福祉センター ５～６か月児健康相談と同時開催

16 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 理学療法士による運動指導
17 ㊎ ３歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成25年８月生まれ
18 ㊏
19 ㊐
20 ㊊
21 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで
22 ㊌ 北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 健康運動指導士による運動指導
23 ㊍ 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 作品づくり
24 ㊎
25 ㊏

26 ㊐ 愛の献血 10:00-12:00
13:15-16:30 イオンモール下田

27 ㊊
28 ㊋ 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで

※このカレンダーに記載されている行事は、すべて健活ポイント対象事業です。

問 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
！
）

消 

費 

生 

活 

情 

報

ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
は

慎
重
に
…

ヤ
フ
ー
㈱
を
か
た
る

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
希
望

商
品
を
注
文
し
代
金
を
振
り
込

ん
だ
が
、
商
品
が
手
元
に
届
か

な
い
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

そ
う
で
す
。
購
入
時
に
事
業
者

の
所
在
地
や
電
話
番
号
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
表

示
の
な
い
サ
イ
ト
で
の
購
入
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
庁
に
よ
る
と
、
有
料

動
画
の
未
払
い
料
金
を
請
求
す

る
偽
ヤ
フ
ー
（
ヤ
フ
ー
㈱
を
か

た
る
事
業
者
）
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
報
告
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の

番
号
を
連
絡
す
る
よ
う
求
め
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
架
空
請
求
は
、
典
型
的
な

詐
欺
の
手
口
で
す
。
安
易
に
信

用
せ
ず
、
偽
ヤ
フ
ー
の
電
話
番

号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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防災・防犯情報
防衛省：防衛施設周辺民生安定助成事業

百石地区防災行政無線をデジタル装置に更新します

大津波警報、津波警報、津波注意報が全町に放送されます。
百石地区防災行政無線改修工事に伴い

問 まちづくり防災課　☎０１７８－５６－２１３１

　おいらせ町では、災害時等の緊急情報や行政情報などを防災行政無線で広報しています。�平成28～29年度、
すでに百石地区の各家庭に設置されている戸別受信機をアナログ装置からデジタル装置に更新します。
　請負業者が皆様のご家庭等を訪問し、作業などを行いますので、ご協力をお願いします。

　気象庁から津波に関する注意報・警報などが発表になると、これまで海岸地区のみ放送していましたが、
現在、電波を出す側の操作機械を改修中のため、しばらくの間は津波に関する情報を全町に放送します。
町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

工区 請負業者名 地区名

１ 太平電気株式会社
☎０１７６－５３－４１４５ 二川目

２ アイテック・鈴木電業社共同企業体
☎０１７８－５２－８２４２ 一川目（1，3，4丁目）

３ 株式会社久保田電気工業社
☎０１７８－４５－１９０８ 一川目 (2丁目 )、深沢、黒坂、豊栄

４ 株式会社京谷電気
☎０１７８－２７－６３０３ 洋光台

５ 株式会社河野電気工業
☎０１７６－５５－４６６２ 藤ヶ森

６ 株式会社大成計装
☎０１７８－２２－０３８８

横道、明神下、川口、堀切川、
日ヶ久保

７ 株式会社山下電業
☎０１７８－２７－２３２３ 根岸、下前田、本町6丁目

８ 佐々木・大場電気通信工事共同企業体
☎０１７８－５２－３１６９

本町1～ 5丁目、八幡町、中央町、
上新町

９ 株式会社パル電装技研
☎０１７８－５０－０１８８ 肴町、大工町、新町、七軒町

浪岡電設有限会社
☎０１７６－５７－１５６７ 百石地区全域

■請負業者および施工地区
▼平成29 年３月末まで

▼平成29 年４月以降

■注意事項

アナログ戸別受信機

デジタル戸別受信機

①�戸別受信機・アンテナ・配線などの機器費および設置に係る工事費は、全て町が負担しますので、これによ
り金銭を請求することは絶対にありません（ただし、特殊な工事などを必要とする場合は、この限りではあ
りません）。
②�請負業者は、各戸を訪問する際には町長印を押印した身分証明書（名札など）を携行していますので、疑わ
しい場合は身分証明書の提示を求めてください。
③�業者を装った機器の斡旋や悪質な訪問販売などにはご注意ください。
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防災・防犯情報

おいらせ・防災コラム 問 まちづくり防災課
　　　☎0178-56-2131Part.2

　近年発生した地震でけがをした原因を調べ
ると、約30％～ 50％の人が、家具類の転倒・
落下・移動によるものでした。また、家具な
どがストーブなどに転倒・落下することで、
火災が発生したり、避難通路、出入口を塞い
だりして、避難の妨げになることがあります。
　ご家族の負傷、火災の発生、避難障害を防
ぐためには、家具類の転倒・落下・移動防止
対策が非常に大切です。
　今回は、「家庭内の転倒・落下・移動防止」
のチェックリストを紹介しますので、確認し
てみましょう。

「地震発生時の家具の転倒・
物品の落下防止」

【家庭内の転倒・落下・移動防止チェックリスト】

※出典：東京消防庁ＨＰ（http://www.tfd.metro.tokyo.jp/）

項　　　目 チェック

1 テレビを壁またはテレビ台に固定する
とともに、テレビ台も固定している。

2 冷蔵庫をベルトなどで壁と連結してい
る。

3 冷蔵庫や家具類の上に、落下しやすい
物を置いていない。

4 電子レンジ（台も含む。）は固定されて
いる。

5 窓ガラスの近くに、大型の家電製品や
家具を置いていない。

6 Ｌ型金具などで固定する際、壁の強度
がある部分に固定している。

7 上下に分かれる家具は、上下を連結し
ている。

8 収納物が飛出さないよう、扉に開放防
止器具を付けている。

9 重い物をできるだけ下に収納している。

10 家具が転倒し寝ている人に倒れてこない。また、避難通路を塞がない。

　町交通安全協会（川口弘治会長）と町防犯協会（川口六
介会長）などは、12月14日の夜間、町内での事件・事故防
止のため、おいらせ交番前とイオンモール下田内、町内飲
食店において、県下一斉特別警戒取締夜間活動に伴う啓発
活動を実施しました。
　この日は、おいらせ交番連絡協議会や、町交通安全母の
会、少年警察ボランティア連絡会、町内各自主防犯団体な
ども参加。横断幕やのぼり旗を掲げながら、チラシやポス
ターの配布を行って、事件・事故防止を呼びかけました。

　町交通安全協会（川口弘治会長）は、１月７日、町交通
指導隊出動式を中央公民館で行いました。
　門上實交通指導隊長の号令のもと隊員たちが整列する
と、来賓の方々による査閲が行われました。その後、三村
町長は激励のことばとして、「町イベントへの協力や、地域
での啓発活動などに感謝します。今後ともいっそう励んで
ください」と述べ、最後に菊池利明隊員が「地域の交通安
全を守るため、今後とも関係機関と協力しながら尽力して
いきます」と決意表明を行いました。

県下一斉特別警戒取締夜間活動を実施

町交通指導隊が平成29年出動式を実施
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社会教育・文化

おいらせの学びカレッジ専門講座

◉日　時�　３月８日、15 日、22 日（毎週水曜日）
　　　　　13 時半～ 15 時半
◉場　所　中央公民館　講習室
◉講　師　蛯名�由美子さん
◉定　員　10 人
◉参加料　材料費として 3,000 円
◉申込締切　２月 24 日㊎まで

◉日　時�　２月 27 日㊊
　　　　　13 時～ 15 時半
◉場　所　いきいき館　調理室
◉講　師　北向�直子さん
◉定　員　15 人
◉参加料　材料費として 500 円
◉申込締切　２月 17 日㊎まで

問社会教育・体育課
◆電話での申し込み　☎ 0178 � 4276
◆メールでの申し込み（専門講座担当宛て）
　yasuko.kosaka@town.oirase.aomori.jp

趣味講座▶▶▶ レザークラフト講座 和菓子作り講座教養講座▶▶▶

～冬でも元気に外遊び！の巻～

しょくいくぷらす

こそだてコラム㉛

～外遊びの効果～
　外遊びでいろいろな刺激を受けると、体や頭を使いま
す。すると、食欲も出るし、夜もぐっすり寝られます。
自然と触れ合い、豊かな体験を重ねることは、心の発達
も促します。
　四季の変化、特に暑さや寒さに適応できる体を作るた
めに、無理のない範囲で外に出ましょう。感染症を心配
して外出を控えたくなりますが、子どもはいろいろな病
原菌やばい菌に触れ、ときには病気にかかりながら免疫
力や体力をつけていくものです。外で感染症が流行して
いる場合を除いて、外遊びを心掛けてみてください。

～安全で快適な外遊びのために～
■服装の注意■
　フードやひもが付いた服、糸でつながった手袋、長い
マフラーは、遊具で遊ぶときには引っ掛かると危険なの
で避けます。サイズの大きい手袋も、遊具などがしっか
りつかめないため危険です。
■汗をかいたら着替えを■
　子どもは新陳代謝が激しく、冬でもよく汗をかきます。
大人よりやや薄着にし、重ね着で調節を。ときどき首に
触ってチェックし、汗をかいていたら着替えましょう。
タオルで背中や胸をふくだけでもＯＫ。汗をかいたまま
にしないことが大切です。

■びちゃびちゃ手袋対処法■
　雪遊びのとき手袋がぬれると、遊びのモチベーション
が下がりやすいもの。手袋の替えを用意しておき、交換
するとよいでしょう。前もって防水スプレーをかけてお
くのもお勧め。防寒仕様のゴム手袋も市販されています。

環境保健課�健康長寿推進室　

　■作り方■
　①�さつま芋はよく洗い、皮付きのまま、１センチ角に

切る。米は洗ってざるにあげておく。
　②�米を炊飯器に入れ、酒を加え、目盛まで水を注ぐ。

だし昆布とさつま芋をのせて炊く。
　③器に盛って、いりごまと塩をあわせたものをふる。

　主食は炭水化物（糖質）が主。脳のエネルギー源で
す。味がついた混ぜご飯などを食べたがらない子がい
るようですが、おにぎりにするなど工夫してもだめな
ら、白いごはんでも構いません。白いごはんでおかず
を進めにくいなら、新米を食べてみるのはどうでしょ
う。「おいしいから食べよう！」と声掛けも。

≪甘い！さつま芋ごはん≫
材　料 子ども６人分

ごはん（米） ２合（300g）
さつまいも（皮付き） 2/3 本（120g）
だし昆布 0.6g（約１cm）
酒 大さじ１（15cc）
いりごま（黒） 1.2g
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

Oirase-library event information 図書館の行事

問町立図書館　☎0178�3900

■本展示　★ 一般・児童 ★
【 あま～い季節】 ２月14日「バレンタインデー」にちなん

で。恋愛小説やお菓子作りの本の展示。
【 にこにこえがお】  ２月５日「笑顔の日」にちなんで。読ん

でいると笑顔になれる絵本やよみもの。
■２月の休館日

■２月の行事
図書館

（あそぼっと）
23日㊍10時半から 幼児のための読み聞かせ
25日㊏14時から MOMOおはなしの会

北公民館 18日㊏10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information
図書館おすすめの本を紹介します。

殺人の容疑をかけられた大学生の脇坂竜実は、ア
リバイを証明できる唯一の人物、正体不明の美
人スノーボーダーを捜しに、日本屈指のスキー
場に向かった。所轄の刑事、村の人々も巻き込
み、予測不能のチェイスが始まる！

はじめて付き合った彼女から手紙が届いた。
そのとき僕は結婚を決めていた。愛している
のかわからない人と。時を同じくして、婚約
者、彼女の妹、職場の同僚の恋模様にも劇的
な変化がおとずれ…。

朝井まかて『眩（くらら）』／村山早紀『桜風堂ものがたり』／川上未映
子『あこがれ』／森見登美彦『夜行』／辻村深月『クローバーナイト』
／羽田圭介『コンテクスト・オブ・ザ・デッド』／今津嘉宏『最強の免
疫力』／鈴木真二『トコトンやさしいドローンの本』／笠原将弘『僕が
本当に好きな和食』／伊奈めぐみ『将棋の渡辺くん』／ほか

雪煙チェイス

四月になれば彼女は

グレ子とわさお

あひる

東野　圭吾　著

川村　元気　著

菊谷　節子�　著

せきしろ　著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

あひるを飼うことになった家族と学校帰りに集
まってくる子供たち。幸せな日常の危うさを描
いた表題作と、揺れ動く子供たちの心の在り
ようを鋭く描く「おばあちゃんの家」「森の兄
妹」の全３編を収録。

今村　夏子　著
一般書

他人とは違うたとえを入れることにより、差別
化を図り、独自性を出すことができる！豊かな
文章力と圧倒的なユーモアに定評のある作家、
せきしろが、表現力がいきなり飛躍する技術を
紹介する。

イカ焼きのにおい、わさおのモフモフ、日本海
の荒波と岩木山、子猫にもみくちゃにされるグ
レ子…。元祖ブサかわ犬わさおとしま模様のオ
ス猫グレ子、仲良し２匹のゆるかわフォトブッ
ク。

たとえる技術 一般書

一般書

社会教育・文化

　　は休館日

来月は『子は親の鏡』です。
問社会教育・体育課☎ 0178 � 4276

『親（大人）が積極的に、
　　　　　あいさつを交わす』

Number

４

★あいさつコラム（全 5 回）★

　町では、笑顔があふれ、あいさつがこだ
まする元気のある町を目指し、あいさつ運
動を推進しています。今回は４回目、11月
号からあいさつについてお話しています。

　子どもがあいさつを積極的にしないな
ら、まず、親（大人）があいさつをし、「あ
いさつの押し売り」をする。これをあきら
めずに繰り返して、会えばあいさつをする
ものだという意識を植え付け、習慣づける
ことが大切です。
　そして、よい返事ができたら十分にほ
めてください。始めは、小さなあい
さつでもとびきりのあいさつを返し、
一言ほめることによって子どもも恥
ずかしがらずに元気なあいさつがで
きるようになっていくと思いますよ。

　埋蔵文化財包蔵地の確認業務を含む文化
財保護業務が、平成28 年12 月１日より、社
会教育・体育課（役場分庁舎2 階）からおい
らせ阿光坊古墳館へ移行しています。
●窓口業務時間
　８時15分～ 17時00分
　※平成29年３月１日以降は９時～17時。
●所在地
　おいらせ阿光坊古墳館
　（おいらせ町阿光坊107-4）
●電話番号
　０１７８－２０－０４０５
●休館日
　土曜日・日曜日・祝日
　※�平成29年３月１日以降は毎週月曜日（月
曜日が祝日の場合は、その翌日の火曜日）

○㈱柏崎組

おいらせ阿光坊古墳館

←至六戸町 国道45号

○下田中学校

埋蔵文化財包蔵地確認業務の
窓口が変わりました
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 まちのわだい

　12月14日、木内々小学校で「ホッキ貝の水産教室」
が開催されました。
　この日は木内々小学校の４年生31人参加。はじめに、
八戸水産事務所普及課の相坂幸二副課長がホッキ貝の
生態や漁について解説し、続いて、県産業技術センタ
ー食品総合研究所の木村紀昭研究員らの指導のもと、
ホッキ貝の貝剥き体験を行いました。
　最後に児童らは湯通しされた新鮮なホッキ貝を試食。
「ホッキ貝は苦手だったけれど、今日のホッキ貝はと
ても美味しかった」などと感想を述べました。

　 　

地域課題について、町当局に対し意見を述べる山﨑委員（上新町）�▶

参加者からの意見・要望に答える三村町長▶

▶▶▶�行政推進委員会議　12/14

▶▶▶�まちづくり懇談会
　　　　　　　「町長とかだるべゃ」　12/15

域の課題を共有し、熱心に議論

長とかだるべゃ

教えられながら慎重に貝を剥く木内々小学校の児童たち▶

▶▶▶�ホッキ貝の水産教室　12/14
の幸・ホッキ貝を知り、味わう

地

町

海

　町長とのまちづくり懇談会「町長とかだるべゃ」が、
12月 15日、みなくる館で開催されました。この懇談
会は、「健康長寿のまちづくり」をテーマに実施され、
町老人クラブ連合会を始めとした７団体が参加しまし
た。
　参加者からは、「高齢者が増えても、団体への加入
者が減っている」、「高齢者に優しい社会になって欲し
い」などの悩みや意見が出され、三村町長は「町とし
て取り組める対応を考えていきたい」と話しました。

　平成28年度第２回行政推進委員会議が、12月14日、
中央公民館で開催されました。
　行政推進委員は、毎月の広報紙の配布や、災害時に
おける町民の避難誘導、町政事務の周知連絡を行うな
ど、町役場と地域とのつなぎ役を担っています。
　会議では、各行政区の行政推進委員が一堂に会し、
一般行政報告の後、行政全般について意見交換を行い
ました。行政推進委員からは、道路整備や交通安全対
策、ごみ収集など、様々な分野について活発な議論が
交わされました。
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 まちのわだい

◀�「2017」の文字を中心に煌々と輝くイルミネーション。

◀�緊張した面持ちで料理をよそう高校生たち

◀真剣に筆を走らせる参加者たち

　もとむら奥入瀬・川の会は、もとむらふれあい公園に
おいて、イルミネーションを点灯する「ふれ愛公園冬ま
つり」を平成28年12月23日から今年１月８日までの期
間で開催しました。
　12月23日には、16時から点灯式も行われ、参加者に
は温かい飲み物の振る舞いなども行われました。
　「もとむらふれ愛公園」は、もとむら奥入瀬・川の会が
平成17年から旧奥入瀬川跡地を借用してサクラや山ツツ
ジなどを植栽して整備し、平成26年に開園した手づくり
の公園です。

　県立百石高等学校（荒川由美子校長）は、12月16日、
同校内において食物調理科３年生による「ビュッフェ試
食会」を開催しました。
　この試食会は、町成人式・祝賀会での食事作りを担う
ことから、そのリハーサルを兼ねつつ、３年間の調理実
習の集大成として「おもてなし」の献立を考え、調理、
サービスをする目的で実施されました。
　試食者には、同校の教職員のほか、町成人式実行委員
会の関係者や学校評議員、報道関係者などが招かれ、料
理を味わいました。

　「第11回おいらせ町新年かきぞめ大会」が、１月５日、
町民交流センターで開催されました。
　大会には保育園児や小中学生をはじめとした町民115人
が参加。学年や年齢による部門に分かれ、課題である「ふ
ゆの空」や「新春の陽光」などの文字を書き上げました。
　特別賞である町長賞は百石小６年生の澤山小雪さん、教
育長賞は木内々小４年生の濱柚愛さんがそれぞれ受賞。こ
のほか、学年別の部門ごとに金・銀・銅賞が選出されまし
た。また、これらの作品は１月末までみなくる館で展示さ
れました。

▶▶▶�百石高校食物調理科・
　　　　　　　ビュッフェ試食会　12/16

▶▶▶�ふれ愛公園冬まつり　12/23～1/8

▶▶▶�おいらせ町新年かきぞめ大会　1/5

づくりの公園に輝くイルミネーション

校生による渾身の料理を味わう高

手

一 筆入魂、日頃の練習成果を発揮
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✿
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

※�

12
月
に
町
へ
届
出
し
、
掲
載
希
望
し
た
人
を

載
せ
て
い
ま
す
。

戸

の
籍

窓

　
　
　
　
　
　
　
11
件
／
届
出
18
件

小
向　
健け

ん
り
ゅ
う生く
ん　
　
　
　
七
軒
町

（
健
太
・
奈
々
子
）

石
塚　
蒼あ

お
い唯

く
ん　
　
　
　
緑
ヶ
丘

（
泰
・
美
帆
）

沼
端　
心み

さ
き咲

ち
ゃ
ん　
　
日
ヶ
久
保

（
勝
則
・
い
ず
み
）

茂
藤　
輝ひ

か
るく

ん　
　
　
　
　
青　
葉

（
歩
・
弥
生
）

種
市　
繕ぜ

ん
く
ん　
　
　
　
　
二
川
目

（
光
広
・
志
乃
）

齋
藤　
廉れ

ん
く
ん　
　
　
　
　
七
軒
町

（
裕
範
・
香
織
）

附
田　
雅み

や
びち

ゃ
ん　
　
　
　
木
ノ
下

（
孝
幸
・
優
子
）

宮
野　
颯そ

ら
く
ん　
　
　
　
　
木
ノ
下

（
宏
・
聖
子
）

坂
本　
莉り

な菜
ち
ゃ
ん　
　
　
秋　
堂

（
智
・
美
幸
）

関
川　
セ
レ
ナ
ち
ゃ
ん　
　
洋
光
台

（
光
輝
・
キ
ン
バ
リ
ー
）

中
山　
心み

ゆ
う優
ち
ゃ
ん　
　
　
洋
光
台

（
陽
裕
・
優
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
17
件
／
届
出
21
件

林　
福
太
郎　
　
　
88
歳　
　
　
三　
田

小
向　
昭
彦　
　
　
37
歳　
　
芦
野
団
地

豊
野　
ナ
カ　
　
　
94
歳　
　
　
秋　
堂

中
村　
冨
雄　
　
　
77
歳　
　
　
二
川
目

佐
々
木　
鐵
藏　
　
79
歳　
　
　
錦
ヶ
丘

相
坂　
昭
三　
　
　
76
歳　
　
　
藤
ヶ
森

吉
田　
せ
き
子　
　
87
歳　
　
　
苫
米
地

山
本　
ツ
ヤ　
　
　
78
歳　
　
　
若　
葉

澤
口　
テ
ル　
　
　
97
歳　
　
　
木
内
々

川
口　
福
治　
　
　
93
歳　
　
　
藤
ヶ
森

山
下　
ひ
さ
子　
　
66
歳　
　
　
緑
ヶ
丘

小
向　
義
昭　
　
　
85
歳　
　
日
ヶ
久
保

橋
本　
眞
佐
充　
　
80
歳　
　
　
根　
岸

種
市　
チ
ヱ　
　
　
93
歳　
　
　
新　
敷

今　
民
造　
　
　
　
79
歳　
　
　
洗　
平

原
田　
ユ
ウ　
　
　
92
歳　
　
　
一
川
目

濤
岡　
正
胤　
　
　
93
歳　
　
　
二
川
目

◉
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
受
付
中

　

詳
し
く
は
下
記
受
付
場
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
庁
舎
受
付
…
町
民
課

　
　
☎
０
１
７
８
�
２
２
４
６

　
分
庁
舎
受
付
…
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
☎
０
１
７
８
�
４
２
１
４

●
日
時　
２
月
16
日
㊍　

15
時
～

●
場
所　
み
な
く
る
館

　
　
　
　
　
　
　

な
ん
で
も
創
作
室

※�

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
議
題
に
よ
り
退
席
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

５
人
以
上
で
傍
聴
希
望
の
場
合
は

前
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
務
課　

☎
０
１
７
８
�
４
２
５
８

町
教
育
委
員
会
定
例
会
の

開
会
情
報

人口
まちの

平成29年
1月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,245 人 （48） +3

女性 13,134 人 （103） －5

合計 25,379 人 （151） －2

世帯 10,107 世帯 （46） －3

多
子
出
産
祝
金
の
ご
案
内

　

町
で
は
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ご
家
庭
に
出
産
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
額
は
第
２
子
５
万
円
、
第
３

子
以
降
10
万
円
で
す
。
支
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

町
民
課
子
育
て
支
援
室

０
１
７
８
�
４
２
５
９

　個人番号カードは通知カードとは違って、郵送ではなく、役場本庁舎町民
課窓口でお受け取りいただくことになります。
　受け取りは、本人が来庁しなければなりません（15歳未満の方または成年
被後見人の場合も法定代理人とともに本人が来庁する必要があります）。代理
人が受け取れるのは、病気や身体の障がい等のやむを得ない理由により本人
が来庁できない場合に限られます。
●交付場所　町民課（役場本庁舎）　※分庁舎では受け取りできません。
●交付時間　平日９時から 17時まで（土・日・祝日は除く）
　※上記以外の日時で受け取りを希望される場合は、相談ください。
●持ちもの　届いてある「交付通知書」をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　問　町民課☎ 0178 � 2246

個人番号カード（マイナンバーカード）を申請している方へ

♥
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
２
件
／
届
出
６
件

天
内　
佑
輝　
　
　
　
　
　
洋
光
台

渡
辺　
麻
衣
子　
　
　
　
　
三
沢
市

池
上　
宗
慶　
　
　
　
　
　
青　
葉

加
藤　
智
帆
美　
　
　
　
　
青　
葉

●
日
時　
２
月
15
日
㊌　

15
時
～

●
場
所　
町
役
場
本
庁
舎
２
階
・
庁
議
室

※�

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、議
題
に

よ
り
退
席
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

５
人
以
上
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
前
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

「
町
総
合
教
育
会
議
」を
開
催
し
ま
す
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おいらせ
　コミュニティ掲示板

本コーナーの掲載依頼は随時募集中。掲載無料です。
　　問（申込先）総務課　☎0178 �2166
○�掲載対象団体…３人以上で構成され、構成員の過半
数が町民であり、町内を拠点に現に活動している団体。
○�申込方法…指定の申込書により、掲載を希望する号
の発行日１か月前までに、お申し込みください。

※広報おいらせでは、随時広告を募集しています。詳しくは町総務課へお問い合せください。　☎0178 �2166

総
務
課 

広
報
広
聴
係
・
堤

編

集

後

記

　

２
月
号
の
特
集
は「
お
い
ら

せ
阿
光
坊
古
墳
館
」で
す
。
史

跡
指
定
さ
れ
て
い
る「
阿
光
坊

古
墳
群
」の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

で
あ
り
、と
て
も
立
派
な
設
備

で
し
た
。

　
阿
光
坊
古
墳
群
に
足
を
運
ん

だ
こ
と
の
無
い
町
民
は
、ま
だ

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、古
墳
群
と

古
墳
館
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
時
の
中
央
政
府

か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
に
も
、

深
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、１
月
15
日
に
消
防
団

出
初
式
の
取
材
に
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
各
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
が
一
堂
に
会
す
る
様
子
は

壮
観
で
し
た
。
詳
細
は
広
報
３

月
号
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　町民の皆さんが行う催しや地域活動の紹介、団体・サークル
などの会員募集のページです。今月の掲載情報はございません。

ツ
マ
ゴ
等
を
寄
贈

奨
学
資
金
の
寄
附

街
路
灯
の
寄
贈

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

益
金
を
寄
附

　

大
久
保
巳
良
さ
ん
（
本

村
）
が
、
百
石
え
ん
ぶ
り
組

へ
ツ
マ
ゴ
58
足
、
ハ
バ
キ
３

足
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
大

久
保
さ
ん
か
ら
は
、
12
年
間

で
４
５
０
足
の
寄
贈
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
お
い
ら
せ
町
商
工
会
女
性

部
（
遠
藤
律
子
部
長
）
が
、

12
月
26
日
、
町
の
奨
学
資
金

へ
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
な
ど
の

益
金
の
一
部
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

　
東
北
電
力
㈱
三
沢
営
業
所

（
斗
沢
良
重
所
長
）
が
、
12

月
22
日
、
避
難
階
段
付
近
各

所
や
甲
洋
小
学
校
付
近
な
ど

へ
、
街
路
灯
を
寄
贈
・
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
い
ら
せ
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
吉
村
敏
文
会
長
）
が
、

12
月
21
日
、
三
村
町
長
立
会
い

の
も
と
、川
口
保
育
園（
熊
野
博

文
園
長
）
へ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

の
益
金
の
一
部
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
毎
年
、
町

内
の
学
校
や
保
育
施
設
な
ど
へ

寄
附
し
て
お
り
、
今
年
で
10
回

目
と
な
り
ま
す
。

寄附・寄贈ありがとうございます

～
命
を
守
る
た
め
～

思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
死
亡

事
故
が
全
国
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
体
調
の
悪
い
時
や
、

雨
や
雪
の
日
は
運
転
を
控
え
る
、
今
ま
で
以
上

に
し
っ
か
り
安
全
確
認
を
行
う
な
ど
、
事
故
に

遭
わ
な
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
一
時

停
止
や
速
度
制
限
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
高
齢

者
や
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
防
災
課　

　
久
保
田
菜
々
子
さ
ん
（
木
ノ
下
小
２

年
）
が
、
11
月
20
日
、
Ｅ
Ｘ
シ
ア
タ
ー

六
本
木
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
６
第
31
回
寛
仁
親
王
牌
童
謡

こ
ど
も
の
歌
コ
ン
ク
ー
ル
グ
ラ
ン
プ
リ

大
会・子
ど
も
部
門
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　
全
国
２
６
０
０
人
余
り
の
応
募
者
の

中
か
ら
見
事
に
一
次
・
二
次
審
査
を
通

過
し
、
10
組
の
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
出
場

枠
を
つ
か
み
と
り
ま
し
た
。

　
本
選
で
は
奥
平
純
代
先
生
の
伴
奏
に

あ
わ
せ
て
熱
唱
。
惜
し
く
も
入
賞
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久
保
田
さ
ん
は

「
今
度
は
ぜ
ひ
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
で
出

場
し
た
い
」と
前
向
き
に
語
り
ま
し
た
。

▶�

12
月
22
日
、
祖
父
と
と
も
に
福
津
教
育
長

の
も
と
へ
報
告
に
訪
れ
た
菜
々
子
さ
ん
。

こ
ど
も
の
歌
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
出
場

◆�

お
詫
び
と
訂
正�

◆

　

広
報
お
い
ら
せ
１
月
号
23
頁
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
の
う
え
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】�

年
度
別
延
床
整
備
面
積
の
図

中「
昭
和
２
年
～
昭
和
27
年
」

【
正
】�

年
度
別
延
床
整
備
面
積
の
図

中「
平
成
２
年
～
平
成
27
年
」
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Z o o m  U p

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

▶

野
村 

新
汰

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
絵
画
が

　
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
展
示

Profile

　
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
が
主
催
す

る
「
第
40
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
野
村
新
汰
く
ん
の
描

い
た
ラ
イ
オ
ン
の
絵
が
、
応
募
総
数

19
万
４
９
９
４
点
の
な
か
か
ら
、八
戸
地

区
審
査
を
経
た
全
国
審
査
で
「
銀
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
汰
く
ん
の
描
い

た
こ
の
絵
は
、
１
月
７
日
～
９
日
の
期

間
は
東
京
タ
ワ
ー
で
、
３
月
３
日
～
４

月
３
日
の
期
間
は
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
描
い
た
絵
が
入
賞
し
、
ル
ー

ヴ
ル
美
術
館
で
飾
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

に
、
新
汰
く
ん
は
「
聞
い
た
と
き
は
と

て
も
び
っ
く
り
し
た
。
自
分
で
も
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
し
ま
す
。

　
保
育
園
や
家
で
も
、
よ
く
絵
を
描
い

て
い
る
と
い
う
新
汰
く
ん
。
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
を
描
い
て
あ
げ

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
絵
に
つ
い
て
新
汰
く
ん
に
聞
く

と
、「
と
て
も
強
い
ラ
イ
オ
ン
が
好
き

で
、
こ
の
絵
を
描
い
た
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
い
き
た
い
」

と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

のむら・あらた
木内々在住。６歳。
三田保育園・ぞう組
（年長組）の園児。兄
と姉がいて、三人兄弟
の末っ子。好きな遊び
はお絵描き。

（
木
内
々
）

くん


